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１ 望ましい人間関係の構築 

(1) すべての教育活動を通して敬愛の心を持ち、人権尊重の心を育てる。 

(2) いじめや不登校に対して、未然防止及び迅速かつ適切な対応に努める。 

「学校いじめ防止基本方針」や「不登校対応マニュアル」に基づく迅速な対応。 

(3) すべての教育活動を通して、認め合い、支え合い、高め合う仲間づくりに努める。 

(4) 日記指導や教育相談、各調査を計画的に実施し、積極的な生徒理解に努める。 

２ 基本的な生活習慣の育成 

(1) 礼節を重んじ気持ちの良い挨拶など基本的な生活習慣と規範意識の定着に努める。 

(2) 生徒会活動や委員会活動の充実を図り、生徒による自治的活動を促す。 

３ 確かな学力の定着・向上 

(1) 学力・学習状況を把握し、目標・指導・評価が一体となった分かる授業を展開する。 

(2) 部活動等を含めあらゆる教育活動を通じて、健康で安心・安全な生活に努める。 

(3) ツールとしてＩＣＴ機器を活用できる能力や技能の育成に努める。 

４ 夢や希望を持てる進路指導の充実 

(1) キャリア形成に向けた継続的な進路指導の充実を図る。 

(2) 地域を愛し、地域を誇りに思う心を育み、地域に貢献しようとする態度を育てる。 
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１ 人的管理 

 (1) 教職員としての自覚を深め、服務を厳正し、信頼される学校を構築する。 

 (2) 専門的・実践的な研修に努め、教職員の資質・能力の向上に努める。 

 (3) 積極的な情報交換と共通理解を行い、相互信頼を基盤とする組織力向上に努める。 

２ 物的管理 

(1) 衛生環境の保全、施設等の効果的な活用に努め、教育環境を整える。 

（感染予防に資する対策と指導の徹底を図る。） 

 (2) 学校施設・設備の保守・点検を定期的に行い、安全管理に万全を期す。 

 (3) 徹底した情報管理及び薬品等の確実な保管・管理を徹底する。 

３ 事務管理 

 (1) 校務分掌の明確化及び適正化により、事務環境を整備する。 

 (2) 「報告・連絡・相談」の徹底と共同事務機能を生かした精度の高い経理事務を図る。 

 (3) 校務支援システム等のＩＣＴ機器を活用した効率的な事務的処理に努める。 

４ 効率の良い職務の遂行 

(1)  教職員の勤務時間の把握に努め、法令等に基づく適切な指導・助言を行う。 

(2)  負担軽減に係る眼を持ち、効率化を目指す職場づくりに努める。 
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１ 確かな学力の定着を目指す学習指導 

 (1) 生徒一人一人が主体的に学習する意欲を育てるとともに、個性の伸長を図る。 

 (2) 基礎的・基本的内容の定着に努め、個に応じた指導に努める。 

 (3) 自己の将来を見通し、「学ぶ意味」を学ぶ指導を目指す。 

２ 心を育てる体験活動の充実 

 (1) 本校伝統の高齢者宅訪問や福祉・ボランティア体験等を通して、他を思いやる温か

い心と態度を育て、誇れる学校や地域を愛する心情を育てる。 

 (2) 生徒会活動や部活動等を通して心身の調和のとれた発達を促し、規律ある態度と望

ましい社会性を育てる。 

３ 小中学校及び地域との連携 

 (1) 校区内小学校との連携を密にし、義務教育 9年間を見通した教育を推進する。 

 (2) 地域や関係機関との連携・協力により、生徒の健全育成に努める。 


